
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
３
月
19
日
、「
カ
イ
ロ
地
下
鉄
4
号
線

第
一
期
整
備
事
業
」を
対
象
に
、３
２
７
億
１
７
０
０

万
円
を
上
限
と
す
る
円
借
款
を
エ
ジ
プ
ト
政
府
に
供

与
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。こ
の
事
業
は
、大
カ
イ
ロ

都
市
圏
の
南
西
部
に
位
置
す
る
カ
イ
ロ
中
心
部
か
ら

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
あ
る
ギ
ザ
地
区
を
結
ぶ
地
下
鉄（
約
17

キ
ロ
）の
建
設
を
通
じ
て
、深
刻
な
交
通
渋
滞
の
緩
和

を
図
る
こ
と
が
目
的
。地
下
鉄
の
土
木
工
事
、駅
舎
、

車
両
基
地
・
工
場
の
建
設
、電
気
・
機
械
設
備
、信
号
・

通
信
設
備
、車
両
調
達
の
ほ
か
、施
工
監
理
な
ど
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

大
カ
イ
ロ
都
市
圏
は
全
人
口
の
約
25
％
、約
１
７
０

０
万
人
を
擁
す
る
エ
ジ
プ
ト
の
政
治
・
経
済
の
中
心

地
だ
。今
後
も
毎
年
２
％
超
の
人
口
増
加
が
続
き
、２

０
２
２
年
に
は
２
０
０
０
万
人
に
達
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
が
、人
口
の
急
増
や
経
済
発
展
に
よ
り
自

0203
パ
キ
ス
タ
ン
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
に
出
資

　

３
月
14
・
15
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
独
立
行
政
法

人
科
学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）と
独
立
行

政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｄ
）

と
の
共
催
に
よ
り
、宮
城
県
仙
台
市
で「
地

震
・
津
波
災
害
減
災
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム―

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
世
界
で
共
有
す
る

た
め
に―

」を
開
催
し
た
。世
界
中
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
相
次
ぐ
一
方
、発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
や
対
策
技
術
の
開
発
は
ま
だ
十
分

で
は
な
い
面
が
あ
る
。自
然
の
脅
威
に
立
ち
向

か
う
た
め
の
飛
躍
的
な
技
術
進
歩
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
中
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
と
連
携

し
、ア
ジ
ア
・
中
南
米
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
11
カ
国

の
大
学
・
研
究
機
関
と
防
災
分
野
の
共
同
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
こ
の
研
究
内
容
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、科

学
技
術
を
駆
使
し
た
防
災
体
制
の
構
築
や
防

災
教
育
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
議
論
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
近
年
各
国
で
発
生
し
た

大
災
害
の
経
験
を
共
有
し
た
。

　

冒
頭
、新
井
泉
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事（
当
時
）が
、

防
災
に
取
り
組
む
人
材
の
国
境
を
超
え
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
、

防
災
の
視
点
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
開
発
に
取

り
入
れ
る「
防
災
の
主
流
化
」の
必
要
性
に
つ

い
て
言
及
。ま
た
、専
門
家
の
立
場
か
ら
、東
北

大
学
の
今
村
文
彦
教
授
、気
象
庁
地
震
火
山

部
の
尾
崎
友
亮
・
津
波
予
測
モ
デ
ル
開
発
推

進
官
、国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
の
川

嶋
直
樹
企
画
部
長
が
講
演
し
、東
日
本
大
震

災
で
の
津
波
被
害
の
特
徴
や
早
期
警
報
シ
ス

テ
ム
の
高
度
化
、道
路
・
港
湾
・
空
港
の
迅
速

な
復
旧
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。ま
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
共
同

研
究
に
参
加
す
る
相
手
国
側
の
研
究
メ
ン
バ

ー
も
出
席
。「
津
波
に
強
い
地
域
づ
く
り
技
術

の
向
上
に
関
す
る
研
究
」（
チ
リ
）の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
代
表
を
務
め
る
カ
ト
リ
カ
大
学
の
ロ
ド
リ

ゴ
・
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
准
教
授
は「
２
０
１
０
年

２
月
に
チ
リ
で
巨
大
地
震
と
津
波
が
発
生
し

た
時
、防
災
シ
ス
テ
ム
が
適
切
に
機
能
せ
ず
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。津
波
の
危

険
性
を
適
切
に
伝
達
で
き
る
警
報
シ
ス
テ
ム

の
確
立
や
防
災
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
」と
話
し
た
。

　

災
害
多
発
国
の
日
本
。だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
は
、防
災
対
策
の
長
い
歴
史
と
経
験
を
有
し

て
い
る
。こ
れ
を
生
か
し
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、Ｊ
Ｓ
Ｔ

と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
新
た
な
技
術
開
発

支
援
を
進
め
、実
用
化
や
人
材
育
成
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
世
界
の
防
災
対
策
に
貢
献
し

て
い
く
方
針
だ
。

　

３
月
21
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
海
外
投
融
資
※
を
活
用
し

て
、パ
キ
ス
タ
ン
最
大
規
模
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

銀
行「
パ
キ
ス
タ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
・
バ
ン
ク
」（
Ｆ
Ｍ
Ｆ
Ｂ―

Ｐ
）に
対
し
、ア
ガ
・

カ
ー
ン
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機
関
、ア
ガ
・
カ
ー

ン
地
域
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
国

際
金
融
公
社
と
と
も
に
出
資
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。

　

こ
の
資
金
は
、Ｆ
Ｍ
Ｆ
Ｂ―

Ｐ
の
事
業
拡
大
に
必
要

な
資
金
を
支
援
す
る
も
の
。同
国
で
は
成
人
人
口
の

う
ち
56
％
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
な
く
、さ

ら
に
32
％
の
人
々
が
非
合
法
の
貸
金
業
者
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。そ
の
中
で
Ｆ
Ｍ
Ｆ
Ｂ―

Ｐ

は
２
０
０
１
年
か
ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
を

開
始
し
、現
在
で
は
１
４
７
支
店
で
展
開
、16
万
７
０

０
０
人
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。今

科学技術を防災対策に生かし、経験共有のシンポジウム開催 01

カメルーンでは、富山大学を含む複数の大学などに
より、火山災害を防ぐための研究が進められている

シンポジウムでは、科学技術を駆使した防災力の
強化などについて議論
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動
車
台
数
が
増
加
す
る
一
方
で
、交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

　

開
業
予
定

は
２
０
２
０

年
。
カ
イ
ロ
中

心
部
と
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
地
区
を
30

分
以
内
で
結
ぶ

観
光
路
線
と

し
て
も
注
目
を

集
め
て
お
り
、

開
業
時
に
は
１

日
約
１
３
５
万

人
の
利
用
客
が

見
込
ま
れ
て
い

る
。

後
も
事
業
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、同
国

の
金
融
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
通
じ
て
雇
用
創
出
・
貧

困
層
の
自
立
な
ど
に
貢
献
す
べ
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
支
援

を
続
け
て
い
く
。

カ
イ
ロ
地
下
鉄
の
建
設
に
円
借
款
を
供
与

カイロ地下鉄の円借款貸付契約に署名する緒方貞子
JICA前理事長とガラール・サイード運輸大臣

※開発途上国で開発事業を実施する民間セク
ター（企業など）に直接出資・融資する制度。

契約書を調印したJICAの市川雅一理事と
FMFB-Pのアクバル・アリ・ペスナニ会長




